
の
意
向
な
ど
も
踏
ま
え
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
公
共
交

通
の
維
持
・
確
保
に
努
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
物
価
高
へ
の
支
援

次
の
ペ
ー
ジ
は

活
躍 

き
り
し
ま
び
と
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きりしまＭワゴン

開催報告はこちら

テーマ

第 回49報

告

5月13日から15日に「委員会テーマ型」と「団体
公募型」で開催し、57名の参加がありました。
貴重なご意見ありがとうございました。ご意見を
一部ご紹介します。

公社）鹿児島県公共嘱託登記土地家屋
調査士協会霧島地区

狭あい道路問題など
・「狭あい道路対策に関するガイドライン」に基
づき、狭あい道路の解消に取り組んでほしい。

・市が管理する道路などと私有地の境界を確定す
るときに、土地家屋調査士を活用できないか。

・公共事業を発注するときに、測量設計業務と用
地買収に伴う測量を分離発注してはどうか。

テーマ

総務環境常任委員会

みんなで語ろう！霧島の
スポーツ文化芸術の可能性

・経済効果のあるエンタメをつくりたい。行政と
タッグを組んだ取組を行いたい。

・隼人温水プールの休館は残念。桷志田泉健康
プールは利用者が多く予約が取りにくい。

・絵画教室で描いた絵を飾れる市の施設などがあ
れば、やりがいになる。

・国分中央高校スポーツ健康科の指導者を市で雇
用するなど、新たな考えが必要である。

テーマ

人権を守る会かごしま

霧島市の人権条例制定
・行政による実態調査をしてほしい。

・幼い頃から正しい認識を伝える教育が必要であ

る。 

・外国籍の子どもたちへの日本語教育の不十分さ

など、多様な人々が直面する困難がある。

・条例制定が市民全体の意識変革のきっかけにな

り、より大きな枠組みで差別解消の動きが加速

することを期待する。 

テーマ

文教厚生常任委員会

特別な支援を要する
子どもたち 

・支援が必要と思われる子どもが、制度や診断の
壁によって適切な支援に繋がれていない実情が
あると思う。 

・地域に点在する聴覚障害や視覚障害のある子ど
もたちは、情報・仲間から孤立しやすい。 

・支援の相談窓口が特定の課に集中している。
　全庁的な理解と支援体制の構築が必要。

テーマ

鹿児島県教職員組合姶良伊佐地区支部
霧島地区協議会

教職員の働き方改革と
子どもの実態

・霧島市教育委員会独自で、統括労働安全衛生委

員会の設置と産業医の配置を要望したい。

・スクールソーシャルワーカーを現場に近い距離

で配置してほしい。

・民間による居場所支援の教育的効果の確認や学

校との連携が必要である。

問
　
き
り
し
ま
Ｍ
ワ
ゴ
ン
を

増
車
し
、
エ
リ
ア
拡
大
で
き

な
い
か
。

答　

本
格
運
行
後
も
市
民
の

声
や
各
停
留
所
の
利
用
状

況
、
ス
ポ
ン
サ
ー
事
業
者
の

意
見
な
ど
を
参
考
に
改
善
を

図
り
、
利
便
性
の
向
上
と
持

続
可
能
な
公
共
交
通
の
実
現

を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、

利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
は
、
97
％
超
が
利
用
継

続
を
希
望
し
て
い
る
。
エ
リ

ア
拡
大
の
要
望
が
多
い
こ
と

は
把
握
し
て
お
り
、
現
在
、

検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
市
内
タ

ク
シ
ー
事
業
者
で
も
運
転
手

不
足
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
早
急
な
増
車
や
エ

リ
ア
拡
大
は
困
難
な
状
況
で

あ
る
。
今
後
も
独
自
の
支
援

事
業
を
実
施
し
、
事
業
者
と

連
携
を
図
り
、
地
域
の
皆
様

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
２
月
に
開
院
し
た
新
病

院
の
取
組
は
ど
う
か
。

答　

病
室
を
感
染
症
予
防
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た

２
５
４
床
全
室
個
室
と
し

た
。
が
ん
の
早
期
発
見
か
ら

再
発
・
転
移
ま
で
の
検
査
が

可
能
な
「
Ｐ
Ｅ
Ｔ‐

Ｃ
Ｔ
」
装

置
や
、
遠
隔
操
作
で
ア
ー
ム

を
動
か
し
、
傷
口
が
少
な
く

身
体
的
な
負
担
が
軽
減
で
き

る
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ

ビ
ン
チ
」
の
導
入
な
ど
新
た

な
医
療
環
境
を
整
備
し
た
。

問　

医
師
や
看
護
師
、
そ
の

他
医
療
従
事
者
の
確
保
対
策

は
で
き
て
い
る
か
。

答　

令
和
７
年
４
月
１
日
現

在
、
25
診
療
科
の
医
師
１
２

０
人
、
看
護
師
２
６
３
人
、

そ
の
他
医
療
従
事
者
が
３
０

８
人
の
合
計
６
９
１
人
で
業

務
を
行
っ
て
い
る
。
施
設
基

準
の
人
数
は
満
た
し
て
い
る

が
、
将
来
的
な
医
療
体
制
の

整
備
や
良
質
な
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、

医
師
７
人
、
看
護
師
37
人
、

そ
の
他
医
療
従
事
者
が
20
人

不
足
し
て
い
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
医
師

の
主
な
派
遣
元
で
あ
る
鹿
児

島
大
学
病
院
と
連
携
を
図

り
、
医
師
お
よ
び
看
護
師
な

ど
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
建
設
か
ら
37
年
が
経
つ

霧
島
市
隼
人
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
の
活
動

拠
点
と
し
て
多
目
的
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。
名
称
を
分
か

り
や
す
く
「
薩
摩
隼
人
館
」

に
で
き
な
い
か
。

答　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
多
目

的
ホ
ー
ル
、
会
議
室
、
調
理

加
工
室
を
備
え
て
お
り
、
公

民
館
定
期
講
座
、
隼
人
シ
ニ

ア
大
学
講
座
、
二
十
歳
の
祝

典
な
ど
多
く
の
利
用
が
あ

る
。
令
和
７
年
度
は
、
空
調

設
備
を
改
修
予
定
で
あ
る
。

名
称
変
更
は
考
え
て
い
な

い
。

問　

子
ど
も
会
に
お
い
て
、

異
年
齢
集
団
の
中
で
得
ら
れ

る
体
験
は
重
要
で
あ
る
。
親

の
都
合
で
退
会
す
る
事
例
が

増
え
て
い
る
。
魅
力
あ
ふ
れ

る
子
ど
も
会
に
す
る
た
め
、

さ
ら
な
る
支
援
は
で
き
な
い

か
。

答　

会
員
数
の
減
少
、
多
様

化
に
伴
う
共
働
き
世
帯
の
増

加
な
ど
の
要
因
は
あ
る
が
、

引
き
続
き
子
ど
も
会
育
成
連

絡
協
議
会
と
の
連
携
を
推
進

し
て
い
く
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

あ
り 

む
ら

た
か  

し

有
村
　
隆
志 

議
員

ま
え
し
ま

ひ
ろ
の
り

前
島
　
広
紀 

議
員

塩
井
川
　
公
子 

議
員

し
お

い

が
わ

こ
う

こ

市民の皆さんに親しみやすく、
透明性のある議会にするために、
議員と市民の自由な情報交換を
目的として開催しています。

産業建設常任委員会

総務環境常任委員会

文教厚生常任委員会

霧島市医師会医療センター


